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研究成果の概要（和文）：　日本には、親密な相手からの暴力や家族による虐待、経済的困窮、障害や病気など
の理由で家族から遺棄されるなど、行き場がなく、困窮した女性を対象に社会的保護を行う施設がある。本研究
は、８市にある12の施設を訪問し、15本のインタビュー調査で得られた事例を基に、施設の回復支援プログラム
と利用者の生活実態を明らかにし、いかなる共同性や関係性が当事者の回復への契機となっているのか、その一
端を示した。研究協力者による海外の事例研究と比較しつつ、「家族」の現実を捉え、入所女性の「回復」とは
何か、また家族解体の先に構築され得る関係性・共同性と「家族」の可能性について考察した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to shed light on the reality of "family" in contemporary 
Japan by exploring questions such as: What kind of relationship and community is constructed beyond 
the dismantling of the family, and what makes it possible for a "family" to be a "family"? Based on 
visits to 12 facilities in 8 cities and 15 interviews,the study reported various support programs of
 the facilities and the actual living conditions of the users. Three common characteristic points 
were focused in the residents' process toward "recovery": (1) care of the body, (2)  relationships 
brewed in daily life, and (3) relationship with space and structure of facilities.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 女性　保護　保護施設　家族　共同体　親密性　性愛
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人類学的関心に立つ本研究は、現代日本における女性の保護施設という社会の周辺から家族解体の先に生まれる
関係性および共同性に着目するなかで、入所者の「回復」に向かう際に共通する特徴的な点として、①身体のケ
ア、②日常的な関係性、③空間構造、という３点を焦点化した。施設での微細な日常のやり取りや行動を人類学
的に考察することで、「回復」とは何かを学問的に追求した。また、保護施設が社会的な変化に応じた体制を組
む必要性を示し、「家族」と「保護施設」のあいだにある、施設の空間や構造の重要性、日常的に醸造される関
係性により着目することの重要さを指摘したことは、社会的な意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本には、親密な相手からの暴力や家族による虐待、経済的困窮、障害や病気などの理由で家

族から遺棄されるなど、行き場のない困窮した人々を対象とした様々な社会福祉施設がある。と

りわけ女性を対象とした施設には、売春防止法、配偶者暴力防止法、児童福祉法などの根拠法に

基づいて運営される、婦人保護施設（47 箇所、定員約 1200）や母子生活支援施設（204 箇所、

定員約 4200）などがあるほか、NPO 法人などの民間団体が運営する DV 被害者のためのシェルタ

ー（約 100 箇所）や依存症からの回復支援施設（96 箇所が厚生労働省）などが女性の一時的な

保護をおこなっている1。 

これらの施設では、物理的に住む場所を提供するのみならず、暴力被害や薬物依存からの「回

復」や経済的な自立などを目指す多様な支援が行われており、共同生活をとおして女性たちの

「回復」「自立」に向かうプロセスが報告されている。 

社会的な保護施設に来る女性たちは、家族との関係が切れていたり、家族からの暴力や虐待を

背景に持つ場合が多い。家族の「欠損」や「機能不全」はこうした女性たちに共通する問題とし

て指摘されており、欠けた家族のケアや機能を保護施設での生活が補完する側面がある。施設と

いう生活空間において、いかなる共同性や関係性が醸成されており、それらはいかに「家族」の

欠損を代替し得るのだろうか。本研究にとって、現代日本の「家族」を相対化することが課題と

してあり、そのために、アフリカの家族研究および米国の性愛研究を専門とする研究協力者と研

究を進める。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は現代日本における「家族」の現実を保護施設から照射することにある。具体的

には、女性を対象とした保護施設の生活の実情を把握し、入所者にとって家族解体の先にどのよ

うな関係性・共同性が構築されているのか、さらにそれらはいかに「家族」の欠損を代替し得る

のかを探ることを目指すものである。 

 
３．研究の方法 

女性を対象とした保護施設のうち、横浜、名古屋、仙台など国内の８市において、母子生活支

援施設、障害者施設、婦人保護施設、DV シェルター、依存症回復施設などに関わる職員および

ケアスタッフ施設利用経験者に対し、16 本のインタビュー調査を実施した（名城大学「人を対

象とする研究に関する倫理審査委員会」承認番号 2020-12）。訪問した施設は 12 箇所であった。

2020年度〜2023 年度の 4年間にわたり、女性の社会的な保護を行なっている施設を中心に聞き

取り調査を行った。コロナ感染拡大のため、予定されていた保護施設でのフィールドワークが制

限されたため、施設利用者に混じって活動に参加する調査を実施することはできなかった。 
 

４．研究成果 
（１）本研究の成果 

現代日本における女性の保護施設という社会の周辺から、人間の「回復」や家族との関係につ

いて考察する具体的な事例を収集した。限定的ではあるものの、さまざまな女性の保護施設を横

 
1 婦人保護施設と母子生活支援施設はいずれも厚生労働省の調査結果で報告された令和４
年時点の数。民間シェルターは内閣府男女共同参画局のウェブページに令和 2 年時点で掲
載されたもの。依存症回復支援施設は厚生労働省のウェブページに掲載された令和 5 年時
点の数。 



断的に調査し、背後にある「家族」の問題を参照しつつ、施設の回復支援プログラムと利用者の

生活実態を明らかにし、いかなる共同性や関係性が当事者の「回復」への契機となっているのか、

その一端を示した。具体的には以下のとおりである。 

施設によって程度の差はあるものの、入所者の「回復」に向かう際に共通する特徴的な点とし

て、①身体のケア、②関係性の醸成、③空間との関係、という３点が浮上した。①身体のケアと

して、施設では、農作業、料理、マラソンといった一般的な活動のほか、ソマティックワーク（身

体を動かすことで行う心理ケア）など、身体と関わる活動が行われていた。②関係性の醸造につ

いては、施設で暮らす他の利用者やスタッフとの日常的な会話ややり取が何がしかの影響を及

ぼしていた。特に食事は、各利用者の生育家庭の環境や価値観の違いを知る重要な手がかりを提

供する場であるとともに、調理者に自分の好みのメニューを具体的に注文できることが利用者

の回復の一つの目安となることもある。③空間との関係とは、施設の空間や構造が入所者の回復

にとって重要な役割を果たしている点があげられる。たとえば、施設の屋上から見る星、踊り場

の光、長い廊下を歩くこと、部屋の壁に背をつけたり、施設内のチャペルにいることが入所者に

とっての重要な気づきを与えてくれるものとして言及されていた。回復は支援プログラムの内

容のみならず、施設の同居者やスタッフとの会話や、施設内の空間や建物の構造との関係が相互

に作用し合っていると思われる。 

 

＜施設は生活という実験的空間＞ 

   

            

 

 

 

 

 

（２）研究協力者による海外の事例研究が明らかにした「家族」の多面性 

２名の研究協力者によって、アフリカのウガンダのスラムに難民定住した家族や、アメリカ合

衆国のポリアモリーと称される複数のパートナーを持つ性愛関係の事例が報告された。前者で

は、ケアという側面から捉える「家族」は外部へ開かれたものであり、スラムの外の世界とのつ

ながりのなかで再編され続けていることの意味が、都市人類学および医療人類学の理論的枠組

みから明らかにされた。後者は、ポリアモリーと称される複数のパートナーを持つ性愛関係を事

例に、ケアのあり方や倫理や主体形成における自己と他者のかかわりなど、主体やケアの理論化

に貢献する研究成果を報告した。「家族」の多面的な現実を実証したこれらの海外の事例研究は、

規範的な家族観の相対化のみならず、いかに人間の関係は支え、構成され得るのかを探ることか

ら「家族」を炙り出していく方向性を示した点で、本研究にとって非常に意義を持つ。 

 

（３）本研究の成果のまとめ 

 本研究の成果は主に以下の６点に集約される。 

①社会変化やライフスタイル、利用者の SNS利用やニーズの変化に伴い、社会変化にさらされる

保護施設の姿を捉えた。 

②制度的な社会的保護による問題解決の限界を指摘した。 

③保護施設の入所女性の抱える背景に、共通項として家族からの暴力や虐待があることを再確

施設の空間・

構造 

身体への意

識・ケア 
日常の関係性

の醸成 



認した。 

④施設において利用者の日々の生活の場や空間との関わりにおいて生成する「回復」への力や契

機を示唆する事例データを収集した。 

⑤「家族」の多面的な現実を海外の事例から実証した。 

⑥保護施設の意義を、家族解体―社会的保護―回復・自立という単線的な結びつきや支援プログ

ラムだけで捉えるのではなく、保護空間の日常にみられる微細な変化から捉える必要性を指摘

した。 

 

研究成果の概要 

日本には、親密な相手からの暴力や家族による虐待、経済的困窮、障害や病気などの理由で家

族から遺棄されるなど、行き場がなく、困窮した女性を対象とした施設がある。本研究は、女性

の社会的保護を行う施設の質的調査を基に、「家族」の現実を捉え、入所女性の「回復」とは何

か、また家族解体の先に構築され得る関係性・共同性と「家族」の可能性について考察するもの

である。８市にある 12 の施設を訪問し、17 本のインタビュー調査で得られた事例を基に、背後

にある「家族」の問題を参照しつつ、施設の回復支援プログラムと利用者の生活実態を明らかに

し、いかなる共同性や関係性が当事者の回復への契機となっているのか、その一端を示した。 

 

研究成果の学術的意義や社会的意義 

人類学的関心に立つ本研究は、家族解体の先に生まれる関係性および共同性に着目するなか

で、入所者の「回復」に向かう際に共通する特徴的な点として、①身体のケア、②日常的な関係

性、③空間構造、という３点を抽出した。施設での微細な日常のやり取りや行動を人類学的に考

察することで、「回復」とは何かを学問的に追求した。また、保護施設が社会的な変化に応じた

体制を組む必要性を示し、「家族」と「保護施設」のあいだにある、施設の空間や構造の重要性、

日常的に醸造される関係性により着目することの重要さを指摘したことは、社会的な意義を持

つ。さらに、研究協力者による家族や性愛を対象とした海外事例と比較、考察することで、「家

族」の多面的な現実を実証し、規範的な家族観の相対化のみならず、共同体における人と人の関

係を支え、構成するものに目を向けることが今後の「家族」研究にとって重要であることを示し

た。 
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